イベント運営企画委員会定例ミーティング議事録

H19年6月27日（水）15：30～16：30　　
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【青仁会ふれあい秋祭りについて】

（主旨及び目的）
青仁会において法人施設を開放しての、祭りを開催するのは今年度で5回目になる。しかし、これまでは職員一人一人の目的意識・意識付けが十分でなく、担当者自身も祭りの目的を理解しておらず、結果的に地域に根ざした祭りの開催には至っていない現状にある。

この改善点を踏まえ、今年度の目的は以下とする。

（目的）

· 当法人の活動内容について、施設を開放し、また入院患者様および入所者様、他外来患者様や施設利用者様などの障害者の皆様と、地域住民の皆様との交流を深め、地域医療の普及を図る。

· 精神障害者の福祉について理解していただく。

· 高齢者特に認知症に関する対応方法を理解していただく。

· 御家族と患者様・利用者様の交流の場としていただく。

（目的を達成する為に）

· 職員一人一人が目的を理解し、職員一丸となって祭りの企画・実施にあたる。

· 地域に根ざした祭りとして定着するよう、宣伝・広報活動の実施。

· 堅苦しいイメージではなく、地域の方にも興味を持って頂けるテーマやイベントの企画・実施と、立ち寄りやすい雰囲気作り。

· 雨天時の対応を的確にし、混乱を防ぐ。

（テーマ）

心身共に健康な生活を育もう！～ストレス・高齢社会への発信～

（実施場所）

・メンタルケア病棟１Ｆ（展示・体験）

・南山苑在宅介護支援センター（展示・体験）

・メンタルケア病棟前・南山苑前（屋台・バザー）

・メンタルケア病棟４Ｆ千葉記念講堂（演芸）

≪雨天時≫

・メンタルケア病棟１Ｆ（展示）

・南山苑前（屋台）

・在宅介護支援センター（バザー・体験）

・メンタルケア病棟４Ｆ千葉記念講堂（演芸）
【ふれあい秋祭りの展示について】

今年度の展示は高齢者部門（高齢者疑似体験）と精神部門（バーチャルハルシネ－ション）を同じ会場（病院メンタルケア病棟１Ｆエレベーター前ホール）で展示を行う。

【企画書について】

平成１９年度のふれあい秋祭りの企画書は、理事長に決裁がおり、今年度の方針が固まり次第、企画書の作成を開始する事。

【イベント企画委員会の役割について】

イベント企画委員が企画書の作成をサポートリーダーへ依頼する。イベント企画委員は、企画書の作成の依頼、イベント企画委員への進捗状況の報告等、ガバナー的な役割を担う。サポートスタッフ・サポートリーダーについて改めて、各委員にメールで送信を行う為、確認する事。
【報告手順】

AOM　←　委員長　←　担当委員　←　サポートスタッフリーダー、とする。

【企画書の作成について】

Ｈ１８年度の青仁会ふれあい秋祭りのマニュアルを参考にして、Ｈ１９年度の各担当の企画書を作成すること。作成したＨ１９年度の企画書は、ＷＩＺ→治療プログラム委員会→Ｈ１９青仁会祭り→祭り企画書フォルダの中に保存し、中城JGM、池田副委員長に報告し、確認の依頼を行うこと。不明な点については、前担当者（Ｈ１８年度）に確認を行う。

企画書の作成の期限は7/13を目処とする。

【青仁会祭りの駐車場について】

今年度は、青仁会秋祭りの際にアズ－ルから駐車場を借用する為、中城JGM、池田副委員長に届いている駐車場に関しての注意事項についてのメールを確認すること。

【治療プログラムについて】
今年度の治療プログラムと担当者、確認事項は以下の通りである。

	プログラム
	担当者
	確認事項

	①対人関係援助(SST)
	佐々木
	· 担当業務の確認

· 年間スケジュールの確認

· H19年度計画立案（スタッフ教育）

· プログラム計画書作成取りまとめ

· チームミーティング

· プログラム計画書修正完了(7月中旬)　　　

	②対人関係援助(レク)
	中野、榎本
	〃


	③疾患教育
	藤原(英)、摩尼
	〃

	④家族援助
	藤原(百)、中野
	〃

	⑤生活習慣改善
	杉本
	〃

	⑥高齢者ケア
	山地
	〃

	⑦アルコールプログラム
	藤原(英)、藤原(百)
	〃

	⑧料理教室
	佐々木
	〃


【各プログラム担当について】

WIZ→委員会→病院委員会・治療プログラム運営企画委員会→H19年度年間スケジュール　　に各担当入っているので各自確認する事。

【治療プログラムの企画書について】
平成１９年の治療プログラム企画書は、理事長に決裁がおり、今年度の方針が固まり次第、企画書の作成を開始すること。決裁については6月中に決裁の確認を行う。平成19年度治療プログラム計画書は7月中旬を目途に作成を行い、8月より実際に動く形となる予定。不明な点については先輩や委員会のメンバーに確認を行う。
